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大
矢
根
淳
文
学
部
教
授
（
災
害
社
会

学
）
の
ゼ
ミ
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

後
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
ま
ち

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
ま

ち
・
コ
ミ
）
」
と
交
流
し
毎
年
、
神
戸

市
長
田
区
の
御
蔵
地
区
を
訪
れ
、
震
災

後
の
生
活
再
建
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
地
区
で
は
、
２
０
０
４
年
に
古

民
家
を
移
築
。
自
治
会
館
と
し
て
再
生

し
、
人
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

る
。「
建
物
の
復
興
は
進
ん
で
い
る
が
、

失
わ
れ
た
関
係
性
は
戻
っ
て
こ
な
い
。

木
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
古
民
家
に
は
、

共
通
の
懐
か
し
さ
を
取
り
戻
さ
せ
る
力

が
あ
り
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
に
な

る
」
と
大
矢
根
教
授
は
言
う
。

「
ま
ち
・
コ
ミ
」
は
、
台
湾
中
部
の

大
地
震
（
１
９
９
９
年
）
の
被
災
地
と

交
流
が
あ
り
、
古
民
家
の
効
用
を
知
っ

た
現
地
の
関
係
者
か
ら
、
「
ぜ
ひ
台
湾

に
も
古
民
家
を
」
と
の
申
し
出
を
受

け
、
台
北
県
淡
水
鎮
の
平
和
記
念
公
園

の
一
角
に
福
井
県
の
古
民
家
を
解
体
し

移
築
す
る
計
画
が
始
ま
っ
た
。

同
ゼ
ミ
で
「
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

方
々
に
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
話
が
ま

と
ま
り
、
尾
田
佳
南
子
さ
ん
、
川
島
健

太
郎
さ
ん
、
宮
下
真
優
奈
さ
ん
、
天
野

舞
さ
ん
（
以
上
３
年
次
）
、
同
教
授
の

社
会
調
査
実
習
を
履
修
し
て
い
る
吉
村

仁
さ
ん
（
２
年
次
）
が
８
月
２２
日
か
ら

２８
日
ま
で
、
信
田
愛
美
さ
ん
、
齋
藤
久

美
子
さ
ん
（
２
年
次
）
が
８
月
初
旬
に

台
北
に
渡
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
。
土
壁
塗
り
や
、
材
木
の
運
搬
な
ど

を
手
伝
っ
た
。
作
業
の
ほ
か
に
も
、
今

夏
、
大
雨
被
害
の
あ
っ
た
被
災
地
（
高

雄
近
辺
）
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、

取
材
を
受
け
た
地
元
新
聞
社
の
記
者
に

「
逆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
す
る
な
ど
貴
重

な
経
験
を
し
て
き
た
学
生
た
ち
に
感
想

を
聞
い
た
。

「
単
語
を
つ
な
げ
た
英
語
や
筆
談
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
、
『
伝
え

た
い
』
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
何
と
か
な

る
こ
と
が
自
信
に
な
っ
た
」
（
天
野
さ

ん
）、「
現
地
の
記
者
に
教
え
て
も
ら
っ

た
、
『
笑
顔
で
接
す
る
』
イ
ン
タ
ビ
ュ

ひ

け
つ

ー
の
秘
訣
を
実
践
し
た
い
」
（
川
島
さ

ん
）、「
高
名
な
宮
大
工
の
方
や
左
官
の

方
か
ら
技
術
指
導
を
受
け
た
こ
と
と
、

『
家
は
人
生
と
同
じ
』
と
い
う
話
が
印

象
的
だ
っ
た
」
（
尾
田
さ
ん
）
、
「
協
力

し
て
つ
く
り
あ
げ
る
素
晴
ら
し
さ
を
知

っ
た
」
（
宮
下
さ
ん
）
。
「
日
本
側
、
台

湾
側
双
方
の
話
を
ま
と
め
て
い
る
が
、

客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
る
」（
吉
村
さ
ん
）。

「
ひ
と
つ
の
事
柄
を
違
っ
た
角
度
か

ら
見
る
こ
と
で
、
事
実
の
背
景
や
要
因

を
深
く
考
え
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
の

が
、
社
会
学
の
魅
力
。
今
回
の
経
験
を

も
と
に
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
か
か
わ
り

な
が
ら
、
能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
」

と
学
生
た
ち
は
、
周
囲
の
公
園
や
道
路

が
整
備
さ
れ
る
来

年
３
月
ご
ろ
、
あ

ら
た
め
て
現
地
を

訪
れ
た
い
と
計
画

し
て
い
る
。

「
ま
ち
・
コ
ミ
」
の
活
動
詳
細
は
、

h
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p
:
/
/
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a
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k
1
5
.
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a
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.
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大
矢
根
教
授
と
大
学
院
博
士
課
程
社

会
学
専
攻
の
横
山
順
一
さ
ん
が
中
心
と

な
り
、
０８
年
度
多
摩
区
・
３
大
学
連
携

事
業
と
し
て
「
安
全
・
安
心
な
街
づ
く

り
」
に
向
け
た
防
災
マ

ッ
プ
を
中
野
島
地
区
防

災
委
員
会
の
方
々
と
一

緒
に
制
作
し
た
。

こ
の
事
業
は
今
年
度

も
継
続
し
て
行
っ
て
お

り
、
新
た
に
ノ
ウ
ハ
ウ

を
広
め
る
た
め
１０
月
１８

日
、
瓜
生
英
一
多
摩
消

防
署
副
署
長
、
中
野
島

地
区
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
の
小
学
生
５
人
も
参

加
し
て
、
災
害
時
に
危

険
な
場
所
、
資
源
に
な

り
う
る
も
の
を
記
録
し
、
消
火
栓
や
備

蓄
倉
庫
の
確
認
を
行
っ
た
∥
写
真
。

今
後
検
討
を
重
ね
、
１２
月
に
は
、
防

災
マ
ッ
プ
を
完
成
さ
せ
る
予
定
。

新
井
ゼ
ミ
は
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
戦
争
中
に
ビ
ル
マ
で
戦
死
し

た
川
崎
市
出
身
の
若
い
兵
士
が

家
族
に
あ
て
た
８８
通
の
手
紙

（「
小
泉
書
簡
」）
を
読
み
、
受

け
取
り
主
を
探
り
当
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
兵
士
の
墓
参
り
を
行

い
、
２
０
０
５
年
に
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
展
示
会

を
催
し
話
題
を
呼

ん
だ
。

２
回
目
と
な
る

本
展
示
会
で
は

「
小
泉
書
簡
」
の

ほ
か
、
満
州
（
現
在
の
中
国
東

北
部
）
か
ら
陸
軍
部
隊
の
兵
士

が
富
山
県
の
女
性
に
送
っ
た

「
衣
川
書
簡
」
、
現
在
の
ゼ
ミ

生
た
ち
が
読
み
進
め
て
い
る

「
綱
島
書
簡
」
「
石
田
書
簡
」

「
田
邊
書
簡
」
の
ほ
か
日
露
戦

争
時
代
の
書
簡
な
ど
約
１
０
０

点
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
戦
地

に
赴
い
た
息
子
の
戦
死
を
伝
え

る
上
官
か
ら
の
手
紙
が
表
装
さ

れ
、
巻
物
と
な
っ
て
保
管
さ
れ

た
珍
し
い
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
慰
問
帳
、
雑
誌
、
除

が
い
せ
ん

隊
記
念
・
凱
旋
記
念
と
な
る

ち

ょ

こ

「
軍
猪
口
」「
軍
隊
杯
」な
ど
、

戦
争
と
兵
士
に
か
か
わ
る
も
の

も
あ
る
。
手
紙
類
と
合
わ
せ
て

１
５
０
点
が
展
示
さ
れ
、
「
軍

事
郵
便
の
意
義
や
�
歴
史
力


を
描
き
出
し
た
」
（
新
井
教

授
）
展
示
会
と
な
っ
た
。

展
示
物
は
新
井
教
授
が
収
集

し
た
も
の
で
、
本
展
の
企
画
・

展
示
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
は
、
す

べ
て
ゼ
ミ
生
た
ち
の
手
に
よ
る
。

新
井
ゼ
ミ
で
は
、
軍
事
郵
便

を
読
む
演
習
を
７
年
前
か
ら
行

っ
て
い
る
。
新
井
教
授
は
「
戦

時
中
の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
で
あ
り
、
生
ま
れ

て
初
め
て
手
紙
を
書
い
た
兵
士

も
多
か
っ
た
の
で
は
。
文
面
に

は
過
激
な
内
容
は
見
ら
れ
な
い

が
、
一
般
市
民
が
経
験
し
た
戦

争
が
リ
ア
ル
に
、
素
直
に
描
か

れ
、
貴
重
な
資
料
も
多
い
」
と

そ
の
価
値
を
強
調
す
る
。

伴
野
ゼ
ミ
長
は
「
軍
事
郵
便

を
読
ん
だ
こ
と
で
、
戦
争
に
対

す
る
認
識
が
変
わ
っ
た
」
と
言

う
。

読
み
進
め
て
い
る
「
石
田
書

簡
」
は
、
満
州
に
赴
い
た
石
田

好
弘
さ
ん
が
東
京
の
高
橋
照
子

さ
ん
に
送
っ
た
手
紙
で
内
容
は

「
戦
場
か
ら
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
で

す
」。「

…
今
こ
そ
は
っ
き
り
言
い

ま
す
。
僕
は
照
子
ち
ゃ
ん
が
好

き
な
の
で
す
。
決
し
て
銃
後
の

一
人
の
女
性
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
こ
の
世
に
唯
一
の
照
子
様

を
愛
し
て
い
ま
す
。
…
」
（
書

簡
か
ら
）

「
お
国
の
た
め
に
我
が
身
を

捧
げ
て
戦
う
兵
士
た
ち
は
、
死

ぬ
こ
と
が
本
望
だ
っ

た
―
―
と
伝
え
ら
れ

ま
す
が
、
す
べ
て
の

兵
士
が
そ
ん
な
勇
ま

し
く
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
少
な
く

と
も
、
手
紙
か
ら
は

読
み
取
れ
ま
せ
ん
。

一
人
の
女
性
を
愛
す

る
感
情
は
、
私
た
ち

と
変
わ
ら
な
い
。
一

般
的
に
伝
え
ら
れ
る

兵
士
像
と
は
別
の
姿

が
、
そ
こ
に
あ
り
ま

し
た
」

家
族
を
気
遣
い
、
愛
す
る
人

を
思
い
、
人
間
と
し
て
の
感
情

が
行
間
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
手

紙
の
数
々
。
崩
し
字
、
旧
カ
ナ

遣
い
の
文
面
と
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら

読
み
進
め
た
兵
士

と
の
�
対
話

。

展
示
は
１１
月
２１
日

ま
で
行
わ
れ
る
。

文
学
部
人
文
学
科
歴
史
学
専
攻
の
新
井
勝
紘
ゼ
ミ
（
伴
野

文
亮
ゼ
ミ
長
・
３
年
次
、
４０
人
）
は
、
軍
事
郵
便
の
解
読
を

行
っ
て
い
る
。
兵
士
が
、
親
し
い
人
に
送
っ
た
手
紙
か
ら
戦

争
に
対
す
る
ど
ん
な
思
い
が
読
み
取
れ
る
か
―
―
。
兵
士
た

ち
と
、
同
世
代
の
学
生
が
軍
事
郵
便
を
通
し
て
�
対
話

、

そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
展
示
会
が
向
ヶ
丘
遊
園
駅
近
く
の
専

修
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
（
☎
０
４
４
・
９
２
２
・

０
９
９
２
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
題
し
て
「
『
い
の
ち
』

の
便
り
展
―
兵
士
の
こ
こ
ろ
と
銃
後
の
想
い
―
」。

文
学
部
・
新
井
ゼ
ミ
は
２
０

０
３
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

軍
事
郵
便
解
読
の
体
験
や
成
果

を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
た
∥
写

真
。

文
面
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ヒ
ン

ト
か
ら
関
係
者
を
探
し
当
て
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
成
功
さ
せ
た

「
小
泉
書
簡
」と「
衣
川
書
簡
」

解
読
を
中
心
に
、
ゼ
ミ
生
た
ち

の
追
体
験
が
つ
づ
ら
れ

て
い
る
。

『
ケ
ー
タ
イ
世
代
が

「
軍
事
郵
便
」
を
読

む
』
（
専
修
大
学
出
版

局
・
７
０
０
円
＋
税
）

戦
時
中
、
出
征
中
の
兵

士
や
軍
属
な
ど
と
本
国
の

人
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た

郵
便
物
。
も
っ
ぱ
ら
私
信

で
、表
に
は「
軍
事
郵
便
」

「
検
閲
済
み
」
の
ス
タ
ン

プ
が
押
さ
れ
る
。

▲ 手紙をゼミ生に説明する新井教授（左）

◀

移
築
作
業
途
中
の
古
民
家
の
全
景

▲ 作業に取り組む

▼ ゼミ生の皆さん

文
・
新
井

勝
紘
ゼ
ミ

「
人
間
と
し
て
の

兵
士
た
ち
の
手
紙
」

大
雨
被
災
地
で
聞
き
取
り
調
査
も

中野島地区防災マップ
充実に向け�まち歩き�

小 学 生 も 参 加

『
ケ
ー
タ
イ
世
代
が

「
軍
事
郵
便
」を
読
む
』

▲ 展示された軍事郵便の数々

▶

感
想
を
語
り
合
う
ゼ
ミ
生
の
皆

さ
ん
（
右
端
が
大
矢
根
教
授
）

事

郵

便

軍
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